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九重硫黄山～大岳・八丁原地熱帯のマグマ-熱水系

Magmatic-hydrotrhermal aystem at Kuju Iwo-yama and Otake-Hatchobaru geothermal
field in Kuju Volcano.
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大分県九重硫黄山では３００℃以上の高温の噴気活動が活発で，火山ガスの凝縮水はマグマ起源を示すことが知られ
ている．この北西約４ｋｍにある八丁原地熱帯では断裂に規制された熱水系が発達し，中性の深部熱水を用いて２基で
１１万ｋＷの地熱発電が行われている．八丁原には地熱発電に用いられる中性の熱水のほかに，発電所の北に位置する
小松地獄の地下には酸性の熱水が存在している．この付近は地下約 300ｍまで明礬石が，約 1000ｍまでは主にカオリン
やパイロフィライトからなる酸性変質帯が発達している．また最近の研究では，地表付近の明礬石の硫黄は蒸気加熱水
からできたと考えられるが，より深部の明礬石の硫黄はハイポジーン起源であることが明らかとなた．さらに，このよ
うな酸性変質帯にはズニ石，トパーズ，紅柱石なども認められ，小松地獄付近はかつての高温の噴気活動の中心であっ
たことも明らかである．大岳地熱帯にはきわめて小規模な中性熱水の上昇中心があり，それを用いて約１万 kWの地熱
発電が行われている．なお，大岳では酸性の深部熱水は今のところ知られていない．現在の中性の熱水の上昇中心部の
地表付近には明礬石帯（明礬石+クリストバル石）が発達し，あたかも現在の熱水との成因的な関連があるように思われ
る．しかしながら，明礬石の硫黄の同位体比は蒸気加熱水起源を示さず，ハイポジーン起源を示している．このことは，
大岳でもかつては火山性酸性流体の活動があったことを意味している．このように，この地域では火山に伴う熱水系の
進化の異なる状態を観察できる場である．


